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はじめに
本稿は、阿毘達磨集論研究会［2017］の続編であり、『阿毘達磨集論』（Abhidharmasamuccaya）

とその注釈『阿毘達磨集論釈』（Abhidharmasamuccayabhās.ya）の梵文テクストを再校訂し、
その和訳を試みるものである。前稿と同様に両論書の和文完訳が未刊行である点、および、新
たに確認された『阿毘達磨雑集論』（Abhidharmasamuccayavyākhyā）梵文写本の読みを踏ま
えた梵文の再検討が必要である点、主にこの二点を理由に、その梵本再校訂と和訳を目指す。
本稿に収録する部分は、第一篇「本事分」の第一章「三法」中の「建立」における、「行蘊建
立」の一部である。「行蘊建立」は、心所法を列挙し、それぞれを「特徴」（laks.an. a）と「作用」
（karman）の二点から定義する。本稿が収めるのは、心所法中の煩悩法の箇所に相当する。こ
の箇所は貪、瞋、慢、無明、疑、五見それぞれの「特徴」と「作用」を説き、さらに五見をい
くつかの観点から分類する。
研究会では、代表者である那須良彦が下訳と注を準備し、加納和雄をはじめとする班員がそ

れを検討するという仕方で作業を進めた。梵文原典の校訂は、李学竹の全面的な協力によりな
し得た。
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28 インド学チベット学研究 22

校訂と訳について
本稿で提示する『阿毘達磨集論』の梵文校訂テクスト（暫定版）は、ゴーカレーの刊本およ

びその原本たる梵文写本（写本影印 Gottingen Xc 14/23–24（a）を使用）と、梵文『阿毘達
磨雑集論』から回収される対応箇所（Li［2016］所掲梵本翻刻）とを対校したものである。プ
ラダンによる還梵テクストは参照するに留めた。また、『阿毘達磨集論釈』も同様に、タティ
アの刊本およびその原本たる梵文写本（写本影印 Gottingen Xc 14/23–24（b）を使用）と、
梵文『阿毘達磨雑集論』から回収される対応箇所（Li［2016］所掲梵本翻刻）とを対校した校
訂テクストを提示した。
本稿の校訂テクストにおいて、異読や訂正は適宜注記したが、写本特有の綴り字や連声の

標準化、アヴァグラハの追加、および分節の添削については煩を避けるため逐一報告しない。
『阿毘達磨集論釈』において太字で示した箇所は、『阿毘達磨集論』の本文を指す。
訳語に関して、個別の法の名称は術語（テクニカルターム）として理解して伝統的な漢訳

（主に玄奘の訳語）を充て、それ以外は、現代表現（とくに和語）を用いた。そして必要に応
じて、現代表現に対応する伝統的漢訳表現を丸括弧で補った。
本稿で提示するテクストには諸法の定義が列挙され、それぞれの定義にはアビダルマや唯識

の諸文献において各々対応する箇所が存在する。本来ならばその対応箇所を逐一報告する必要
があるが、その作業はすでに『瑜伽行派の五位百法』をはじめとするバウッダコーシャシリー
ズにおいて網羅的になされている。そのため、本稿においては、作業の重複を避け、バウッダ
コーシャの該当箇所への言及によって、それに代えた。なお、『五蘊論』安慧釈（PSkV）の梵
文については、『瑜伽行派の五位百法』以後に出版されたため、該当箇所のみを適宜示す。

凡例
本稿では梵文テクストと和訳を見開きで提示する。提示する梵文テクスト並びにその中で使
用した記号は、Li & Kano［2014］、Li［2015］［2016］の提示する校訂テクストに従う。三角
△は、梵文写本における改行位置を示す。
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科段
1.1.5.1.4.1.20 貪
1.1.5.1.4.1.21 瞋
1.1.5.1.4.1.22 慢
1.1.5.1.4.1.23 無明
1.1.5.1.4.1.24 疑
1.1.5.1.4.1.25 有身見
1.1.5.1.4.1.26 辺執見
1.1.5.1.4.1.27 見取
1.1.5.1.4.1.28 戒禁取
1.1.5.1.4.1.29 邪見
1.1.5.1.4.1.30 見に関する細論
1.1.5.1.4.1.30.1 増益の見と損減の見
1.1.5.1.4.1.30.2 過去世と未来世の見、捨置されたことがらに対する見
1.1.5.1.4.1.30.3 特に有身見について
1.1.5.1.4.1.30.3.1 有身見に摂められる五つの過失
1.1.5.1.4.1.30.3.2 二十項からなる有身見
1.1.5.1.4.1.30.3.3 我見と我所見
1.1.5.1.4.1.30.3.4 我所見である理由
1.1.5.1.4.1.30.3.5 確認された事物に関わるものか、確認されていない事物に関わるものか
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30 インド学チベット学研究 22

1.1.5.1.4.1.20 貪

【AS】AS-Ms 3v4–5（Gokhale 16.20）, ASVy-Ms 11v6（Li［2016: 222.12］）, cf. 早島 48.

rāgah. △
katamah. . traidhātuko ’nunayah. . duh.khasam. janana⑴-karmakah. .⑵AS 3v5

【ASBh】ASBh-Ms 7r4–5（Tatia 5.24–25）, ASVy-Ms 11v6–12r1（Li［2016: 222.13］）, cf. 早島 48.

duh. khasam. jananakarmaka iti tr
˚

s.n. āvaśena pañcopādā
△
naskandhani

△
rvartanāt.Bh 7r5

Vy 12r1

1.1.5.1.4.1.21 瞋

【AS】AS-Ms 3v5（Gokhale 16.20–21）, ASVy-Ms 12r1（Li［2016: 222.14–15］）, cf. 早島 48.

pratighah. katamah. . sattves.u duh.khe duh.khasthān̄ıyes.u⑶ ca dharmes.v āghātah. .
asparśavihāraduścaritasam. niśrayadānakarmakah. .

【ASBh】ASBh-Ms 7r5（Tatia 5.25）, ASVy-Ms 12r1–2（Li［2016: 222.16］）, cf. 早島 48.

asparśavihāra āghātacittasya duh.khavihārāt
△
.⑷Vy 12r2

⑴ duh. khasam. janana] AS-Ms ASVy-Ms, duh. khasam. javana Gokhale.
⑵ -karmakah. ] ASVy-Ms, -karmikah. AS-Ms.
⑶ duh. khe duh. khasthān̄ıyes.u] em. (Cf. 阿毘達磨集論研究会［2017: 72.14］, Gokhale), duh. khe duh. khā-

sthān̄ıyes.u AS-Ms, duh. khaduh. khasthān̄ıyes.u ASVy-Ms.
⑷ duh. khavihārāt] ASBh-Ms, duh. khaviharan. āt ASVy-Ms.
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1.1.5.1.4.1.20 貪

【問】貪とは何か。【答】三界に属する愛である。〔そして、〕苦を生じさせる作用をもつ⑸。

「苦を生じさせる作用をもつ」とは、渇愛によって五取蘊が生起するからである。

1.1.5.1.4.1.21 瞋

【問】瞋とは何か。【答】有情たち、苦、苦に相当する諸法に対して怒ることである⑹。〔そし
て、〕不快に過ごすこと（不安穏住）⑺と悪行によりどころを提供する作用をもつ⑻。

「不快に過ごすこと」とは、怒った心の者は苦をともなって過ごすからである。

⑸ AS における愛結の定義は Li［2013: 248.31–33］を参照。他論書の貪の定義は、BK-I 148–149、BK-II
91–93、BK-III 195–196、BK-IV 217–218、BK-V 33–34、PSkV 50–51参照。

⑹ 「苦に相当する諸法」については、阿毘達磨集論研究会［2017: 72（fn. 52）］を参照。
⑺ PSkVは sparśavihāra を具格の格限定複合語と理解する。これを参考にした。

Cf. PSkV 51.16–18:
sparśah. sukham. tena sahito vihārah. sparśavihārah. . na sparśavihāro ’sparśavihārah. , duh. khasahita
ity arthah. .

⑻ ASにおける瞋結の定義は Li［2013: 248.33–249.1］を参照。他論書の瞋の定義は、BK-I 150–151、BK-II
94–96、BK-III 197–199、BK-IV 219–221、BK-V 35–36、PSkV 51–52参照。
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32 インド学チベット学研究 22

1.1.5.1.4.1.22 慢

【AS】AS-Ms 3v5（Gokhale 16.21–22）, ASVy-Ms 12r2（Li［2016: 222.17–18］）, cf. 早島 48.

mānah. katamah. . satkāyadr
˚

s.t.isam. niśrayen. a cittasyonnatih. . agauravaduh.khotpatti-
sam. niśrayadānakarmakah. .

【ASBh】ASBh-Ms 7r5–7v1（Tatia 5.26–6.1）, ASVy-Ms 12r2–3（Li［2016: 222.19–20］）, cf. 早島
49.

agauravam. gurus.u gun. avatsu ca stabdhatā. duh. khotpa
△
ttih. punarbhavotpattirVy 12r3

vedi
△
tavyā.Bh 7v1

1.1.5.1.4.1.23 無明

【AS】AS-Ms 3v5–6（Gokhale 16.22–23）, ASVy-Ms 12r3（Li［2016: 222.21–223.1］）, cf. 早島 48.

avidyā katamā. traidhātukam ajñānam.
△
dharmes.u mithyāniścayavicikitsāsam. kleśo-AS 3v6

tpattisam. niśrayadānakarmikā.

【ASBh】ASBh-Ms 7v1（Tatia 6.1–3）, ASVy-Ms 12r3–4（Li［2016: 223.2–3］）, cf. 早島 49.

mithyāniścayo⑼
△
vipar̄ıtam. jñānam,⑽ vicikitsā sam. śayah. , sam. kleśotpatt̄ıVy 12r4

rāgādikleśasamudācārah. . tatsam. niśraya⑾-dānam. mūd.hasya sarvakleśapravr
˚

tter
iti.

⑼ mithyāniścayo] ASVy-Ms 佐久間, mithyāniścayair ASBh-Ms.
⑽ vipar̄ıtam. jñānam] ASBh-Ms, vipar̄ıtajñānam ASVy-Ms.
⑾ tatsam. niśraya] ASVy-Ms, tatsam. niśriya ASBh-Ms.
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1.1.5.1.4.1.22 慢

【問】慢とは何か。【答】有身見をよりどころとして心が高ぶることである。〔そして、〕不敬
と苦の生起とによりどころを提供する作用をもつ⑿。

「不敬」とは、先生たちや徳のある人々に対して意固地であることである。「苦の生起」とは、
未来の〔輪廻的〕生存（後有）の生起であると理解されるべきである。

1.1.5.1.4.1.23 無明

【問】無明とは何か。【答】三界に属する無智である。〔そして、〕諸法に対する誤った決定と
疑と雑染の生起とによりどころを提供する作用をもつ⒀。

「誤った決定」とは、倒錯した智である。「疑」とは、疑念である。「雑染の生起」とは、貪な
どの煩悩が現に起こること（現行）である。それらに「よりどころを提供する」というのは、
愚癡なる者にはあらゆる煩悩が起こるからである。

⑿ AS における慢結（七慢）の定義は Li［2013: 249.2–17］を参照。他の論書における慢の定義については、
BK-I 152–153、BK-II 97–100、BK-III 200–204、BK-IV 222–227、BK-V 37–38、PSkV 52参照。

⒀ ASにおける無明結の定義は Li［2013: 249.18–20］を参照。他の論書における無明の定義については、BK-I
95–98、BK-II 101–103、BK-III 146–148、BK-IV 150–153、BK-V 39–40、126–140、PSkV 54–55 参
照。
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34 インド学チベット学研究 22

1.1.5.1.4.1.24 疑

【AS】AS-Ms 3v6（Gokhale 16.23–24）, ASVy-Ms 12r4–5（Li［2016: 223.4–5］）, cf. 早島 48.

vicikitsā katamā. satyes.u vimatih. . △
kuśalapaks.āpravr

˚
ttisam. niśrayadānakarmikā.Vy 12r5

【ASBh】ASBh-Ms 7v1–2（Tatia 6.3–4）, ASVy-Ms 12r5（Li［2016: 223.6–7］）, cf. 早島 49.

satyes.u vimat̄ı ratnes.u vi
△
matih. ,⒁ mārgasatye nirodhasatye ca yathāyogam. tayāBh 7v2

kuśalapaks.e ’pravr
˚

ttir alabdhaniścayasyānārambhāt.

1.1.5.1.4.1.25 有身見

【AS】AS-Ms 3v6–7（Gokhale 16.24–25）, ASVy-Ms 12r5–6（Li［2016: 223.8–10］）, cf. 早島 50.

satkāya
△
dr
˚

s.t.ih. katamā. pañcopādānaskandhān ātmata⒂ ātmı̄yato vā samanupaśyato yāVy 12r6

ks.ānt̄ı rucir⒃ matih. preks.ā dr
˚

s.t.ih. . sarvadr
˚

s.t.igatasam. niśrayadānakarmi
△
kā.AS 3v7

1.1.5.1.4.1.26 辺執見

【AS】AS-Ms 3v7（Gokhale 16.26–27）, ASVy-Ms 12r6–b1（Li［2016: 223.11–13］）, cf. 早島 50.

antagrāhadr
˚

s.t.ih. katamā. pañco
△
pādānaskandhān śāśvatata⒄ ucchedato vā samanu-Vy 12b1

paśyato⒅ yā ks.ānt̄ı rucir matih. preks.ā dr
˚

s.t.ih. . madhyamāpratipanniryān. aparipantha-
karmikā.⒆

【ASBh】ASBh-Ms 7v2–3（Tatia 6.5）, ASVy-Ms 12b1–2（Li［2016: 223.14］）, cf. 早島 51.

madhyamāpratipac chāśvatocchedagrāhavarjitam. ⒇△
prat̄ı

△
tyasamutpādajñānam.Bh 7v3

Vy 12b2

⒁ satyes.u vimat̄ı ratnes.u vimatih. ] em., ratnes.u vimatih. ASBh-Ms, satyes.u vimatir ASVy-Ms. 詳細に
ついては本稿脚注 (22) を参照。

⒂ ātmata] ASVy-Ms Gokhale, ātmatah. AS-Ms.
⒃ rucir] AS-Ms Gokhale, cir ASVy-Ms.
⒄ śāśvatata] ASVy-Ms, śāśva[ta]to vā Gokhale, śāśvato vā AS-Ms.
⒅ samanupaśyato] ASVy-Ms, samanupaśyatah. AS-Ms Gokhale.
⒆ madhyamāpratipanniryān. aparipanthakarmikā] AS-Ms Gokhale, madhyamā pratipat niryān. a-

paripanthikarmikā ASVy-Ms.
⒇ -pratipac chāśvatocchedagrāhavarjitam. ] ASBh-Ms Tatia, -pratipat śāśvatocchedagrāhavarjita

ASVy-Ms.
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1.1.5.1.4.1.24 疑

【問】疑とは何か。【答】諸諦に対する戸惑いである。〔そして、〕善の側に向けて活動しない
ことによりどころを提供する作用をもつ21。

「諸諦に対する戸惑い」とは、〔三〕宝に対する戸惑いである。〔そして、それは〕適宜、道諦
に対する〔戸惑い〕と滅諦に対する〔戸惑いに対応する〕22。それ（戸惑い）によって、「善の
側に向けて活動しないこと」になる。決定を得ていない者は始めないからである。

1.1.5.1.4.1.25 有身見23

【問】有身見とは何か。【答】五取蘊を我である、あるいは我所であると見る者にある、忍、
欲楽、覚知、観察、見なるものである。〔そして、〕あらゆる見の類によりどころを提供する作
用をもつ。

1.1.5.1.4.1.26 辺執見

【問】辺執見とは何か。【答】五取蘊を恒常なものである、あるいは断滅するものであると見
る者にある、忍、欲楽、覚知、観察、見なるものである。〔そして、〕中道による出離を障げる
作用をもつ。

「中道」とは、恒常である、あるいは断滅するという執着を離れた、縁起の智である。

21 AS における疑結の定義は Li［2013: 249.29–32］を参照。他論書の疑の定義は、BK-I 154–155, BK-II
104–106, BK-IV 228–231, PSkV 63–64 参照。

22 この一節は、先行研究では ASVy-Ms の satyes.u vimatir にもとづいて「「諸諦に対する戸惑い」とは、適
宜、道諦ならびに滅諦に対する〔戸惑い〕である」といった解釈がなされてきた。この場合「諸諦」（複数形）
であるにもかかわらず、道諦と滅諦にしか言及がないという問題が残る。この点に関して、『雑集論』（T [31]
698a11）には「於諦猶豫者亦攝於實猶豫」とあるが、この「實」が宮内庁本では「寶」となっており、その場
合「「諸諦に対する戸惑い」とは〔三〕宝に対する戸惑いである」という内容である。以上の『雑集論』の内
容と ASBh-Ms における ratnes.u vimatih.という読みを合わせて考えて、原文では satyes.u vimat̄ı ratnes.u
vimatih.であったものが、ASBh-Msと ASVy-Msでは重複的な表現の片方が抜け落ちたものと理解し、この
ように暫定的に校訂した。この校訂であれば、冒頭に記した問題も解決するものと考えられる。なお、『雑集論
述記』（卍続 [48] 48：於諦猶預 (至)道諦攝故。述曰三寶無漏滅道諦攝故於諦疑法身理法真實滅諦所攝二身餘法
僧道諦所攝同體寶者隨應所攝此釋體文。）もこの解釈を支持する。

23 以下、ASおよび他の論書における五見については、瀧川［2011］参照。
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1.1.5.1.4.1.27 見取

【AS】AS-Ms 3v7–4r1（Gokhale 16.27–29）, ASVy-Ms 12b2–3（Li［2016: 223.15–17］）, cf. 早島 50.

dr
˚

s.t.iparāmarśah. katamah. . dr
˚

s.t.im. dr
˚

s.t.yāśrayām. ś ca pañcopādānaskandhān agratah.
śres.t.hato viśis.t.atah. paramataś ca24 samanupaśyato yā ks.ānt̄ı ru

△
cir matih. preks.ā dr

△̊
s.t.ih. .AS 4r1

Vy 12b3
asaddr

˚
s.t.yabhiniveśasam. niśrayadānakarmakah. .

1.1.5.1.4.1.28 戒禁取

【AS】AS-Ms 4r1（Gokhale 16.30–31）, ASVy-Ms 12b3–4（Li［2016: 223.18–20］）, cf. 早島 50.

ś̄ılavrataparāmarśah. katamah. . ś̄ılam. vratam. ś̄ılavratāśrayām. ś25 ca pañcopādāna-
skandhān śuddhito muktito26 nairyā

△
n. ikataś ca samanupaśyato yā ks.ānt̄ı rucir matih.Vy 12b4

preks.ā dr
˚

s.t.ih. . śramavaiphalyasam. niśrayadānakarmakah. .

【ASBh】ASBh-Ms 7v3（Tatia 6.6）, ASVy-Ms 12b4–5（Li［2016: 223.21］）, cf. 早島 51.

ś̄ılavratam. kudr
˚

s.t.ipūrvakam. veditavyam. śramavaiphalyam. tenāniryā
△
n. āt.Vy 12b5

24 viśis.t.atah. paramataś ca] AS-Ms Gokhale, viśis.t.ataś ca ASVy-Ms.
25 ś̄ılavratāśrayām. ś] ASVy-Ms Gokhale, ś̄ılavratām. ś AS-Ms.
26 muktito] AS-Ms, yuktito ASVy-Ms Gokhale.
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1.1.5.1.4.1.27 見取

【問】見取とは何か。【答】見と見の所依である五取蘊とを、第一のものである、最高のもの
である、勝れたものである、最上のものであると見る者にある、忍、欲楽、覚知、観察、見な
るものである。〔そして、〕不正見に固執することによりどころを提供する作用をもつ。

1.1.5.1.4.1.28 戒禁取

【問】戒禁取とは何か。【答】戒め（戒）と、誓い（禁）と、戒めと誓いの所依である五取蘊
とを、清浄〔にするもの〕である、解脱〔をもたらすもの〕である、出離に関わるものである
と見る者にある、忍、欲楽、覚知、観察、見なるものである。〔そして、〕苦労が無駄になるこ
とによりどころを提供する作用をもつ。

〔この場合の〕「戒めと誓い」とは、悪見を前提としたものであると理解されるべきである。
「苦労が無駄になること」とは、そ〔の戒めと誓い〕によっては出離することがないからである。
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1.1.5.1.4.1.29 邪見

【AS】AS-Ms 4r1–2（Gokhale 16.31–17.1）, ASVy-Ms 12v5–6（Li［2016: 223.22–224.1］）, cf. 早島
52.

mithyādr
˚

s.t.ih. katamā. hetum. vāpavadatah. phalam. vā kriyām. vā
△
sad vā vastu nāśayatah.AS 4r2

mithyā vā parikalpayato27 yā ks.ānt̄ı rucir matih. preks.ā dr
˚

s.t.ih. . kuśalamū
△
lasamuccheda-Vy 12v6

karmikā, akuśalamūladr
˚

d.hatāsam. niśrayadānakarmikā, akuśale pravr
˚

ttikarmikā,28 kuśale
cāpravr

˚
ttikarmikā vā.

【ASBh】ASBh-Ms 7v3–8r2（Tatia 6.6–13）, ASVy-Ms 12v6–13r3（Li［2016: 224.2–8］）, cf. 早島
53–55.

nāsti dattam. nāst̄ıs.t.am. nāsti hutam. 29 nāsti sucaritam. nāsti
△
du

△
ścaritam ity ayam. hetv-Bh 7v4

Vy 13r1
apavādah. . nāsti duścaritasucaritānām. karman. ām. phalavipāka iti phalāpavādah. . nāsty
ayam. loko nāsti paraloko nā

△
sti mātā nāsti pitā nāsti sattva upapāduka

△
iti kriyāpavādah. ,Bh 7v5

Vy 13r2
lokāntaragamanāgamanakriyāyā b̄ıjādhānakriyāyāh. pratisam. dhibandhakriyāyāś
cā

△
pavādāt. na santi loke ’rhanta ity evamādi sadvastunāśanam.30 tada

△
nyad yat kim. cidBh 8r1

Vy 13r3
vipar̄ıtadarśanam. tan mithyāparikalpanam. veditavyam. kuśalamūlasamucchedo
viśis.t.āyā eva mi

△
thyādr

˚
s.t.er na sarvasyāh. .Bh 8r2

27 parikalpayato] ASVy-Ms, vikalpayato AS-Ms.
28 akuśale pravr

˚
ttikarmikā] AS-Ms, akuśalapravr

˚
ttikarmikā ASVy-Ms.

29 hutam. ] ASBh-Ms 佐久間, kr
˚

tam. ASVy-Ms Tatia.
30 sadvastunāśanam. ] ASBh-Ms, sadvastunāsanām. ASVy-Ms.
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1.1.5.1.4.1.29 邪見

【問】邪見とは何か。【答】因であれ、果であれ、作用であれ〔それらが存在しないと〕否定
する者、あるいは存在する事物を無いものとする者、あるいは誤って分別する者にある、忍、
欲楽、覚知、観察、見なるものである。〔そして、〕善根を断絶する作用をもち、あるいは不善
根が堅固であることによりどころを提供する作用をもち、あるいは不善を起こす作用と善を起
こさない作用をもつ。

「施物は存在しない。献物は存在しない。供物は存在しない。善行は存在しない。悪行は存
在しない」というこれが「因〔が存在しないと〕否定すること」である。「諸々の悪行や善行
の行為に関する異熟である果31は存在しない」というのが、「果〔が存在しないと〕否定する
こと」である。「この世間は存在しない。来世は存在しない。母は存在しない。父は存在しな
い。化生の有情は存在しない」というのが「作用〔が存在しないと〕否定すること」である。
他世におもむくことや〔他世から〕やって来るという作用を、また種子を保持する作用を、そ
して結生の結合の作用を否定するからである。「世間において阿羅漢たちは存在しない」云々
が、「存在する事物を無いものとすること」である32。それら以外のあらゆる倒錯した見解が、
「誤って分別すること33」と理解されるべきである。「善根を断絶すること」は、顕著な邪見の
みによるのであって、すべての〔邪見〕によるのではない34。

31 諸々の文献（YBh 152.9等）に頻出する “phalam. vipākah. ”という表現をふまえて、同格限定複合語として
訳した。なお、YBhの平行箇所に対する玄奘訳は「果及異熟」（T [30] 621b26）とあり、並列複合語と解釈す
る。

32 この邪見に関する ASBhの注釈の内容は、以下の『聖道経』等の諸経典にもみられる。
『聖道経』（No. 183）『中阿含』（T [26] 735c15–18）:
云何邪見。謂此見無施無齋。無有呪説。無善惡業。無善惡業報。無此世彼世。無父無母。世無眞人。往至善
處善去善向。此世彼世。自知自覺自作證成就遊。是謂邪見。

Cf. 本庄［2014: 792（no. 6080）］.
33 ASの “mithyā vā vikalpayato”に言及していると理解した。
34 五見はいずれも広義の邪見であるが、五見のうち第五の邪見のみが損減する見であり、最も顕著であることか
ら邪見と言われる。
Cf. AKBh 282.4–6:

sati duh. khādisatye nāst̄ıti dr
˚

s.t.ir mithyādr
˚

s.t.ih. . sarvaiva hi vipar̄ıtasvabhāvapravr
˚

ttā dr
˚

s.t.ir
mithyādr

˚
s.t.ih. ekaiva tūktā. atiśayavattvāt durgandhaghr

˚
tavat.1) es.ā hy apavādikā anyās tu

samāropikāh. . es.ā hy apavādikā anyās tu samāropikāh. .
1) -ghr

˚
tavat タン［2003: 59］, -ks.atavat AKBh.
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1.1.5.1.4.1.30 見に関する細論
1.1.5.1.4.1.30.1 増益の見と損減の見

【AS】AS-Ms 4r2–3（Gokhale 17.1–3）, ASVy-Ms 13r3–5（Li［2016: 224.9–11］）, cf. 早島 52.

yā etāh. pañca dr
˚

s.t.aya ā
△
sām. kati samāropadr

˚
s.t.ayah. katy apavādadr

˚
s.t.ayah. . catasrah.Vy 13r4

samāropadr
˚

s.t.a△yah. . jñeye svabhāvaviśes.asamāropatām upādāya dr
˚

s.t.au cāgraśuddhi-AS 4r3

samāropatā
△
m upādāya.Vy 13r5

【ASBh】ASBh-Ms 8r2–3（Tatia 6.14–16）, ASVy-Ms 13r5–6（Li［2016: 222.12–14］）, cf. 早島 53–55.

pañcaskandhātmake35 jñeya36 ātmātmı̄yasvabhāvasamāropikā satkāyadr
˚

s.t.ih. .
ātmanityānityaviśes.asamāropikānta

△
grāhadr

˚
s.t.ih. . kudr

˚
s.t.ā△

v agratāsamāropakoBh 8r3
Vy 13r6

dr
˚

s.t.iparāmarśah. . tatraiva śuddhisamāropakah. ś̄ılavrataparāmarśah. .

【AS】AS-Ms 4r3（Gokhale 17.3）, ASVy-Ms 13r6（Li［2016: 224.15］）, cf. 早島 52.

ekā yadbhūyasāpavādadr
˚

s.t.ih. .

【ASBh】ASBh-Ms 8r3–4（Tatia 6.16–17）, ASVy-Ms 13r6–v1（Li［2016: 222.16］）, cf. 早島 53–55.

ekā yadbhūyaseti mithyāvikalpi
△
kāyā37 nāva

△
śyam apavādikatvāt.38Bh 8r4

Vy 13v1

35 pañcaskandhātmake] ASBh-Ms Tatia, pañcaskandhātmako ASVy-Ms.
36 jñeya] ASBh-Ms, jñaiye ASVy-Ms.
37 mithyāvikalpikāyā] ASBh-Ms ASVy-Ms 佐久間, mithyāvikalpikā yā Tatia 早島 Li［2016］.
38 apavādikatvāt] Tatia, apavādikātvāt ASBh-Ms, apavādāt ASVy-Ms.
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1.1.5.1.4.1.30 見に関する細論39
1.1.5.1.4.1.30.1 増益の見と損減の見

【問】これら五見の中で、増益の見はいくつあるのか。損減の見はいくつあるのか。【答】増
益の見は四つ（有身見、辺執見、見取、戒禁取）である。知られるべきもの（所知）に対して、
自性と特質を増益することによってであり、見に対して、第一のもの〔であること〕、清浄〔に
するものであること〕を増益することによってである。

五蘊を本質とする「知られるべきものに対して」、我と我所という「自性を増益する」のが
有身見であり、我が恒常であるとか無常であるという「特質を増益する」のが辺執見である。
悪見に対して、「第一のもの〔であること〕を増益する」のが見取である。その同じ〔悪見〕に
対して、「清浄〔にするものであること〕を増益する」のが戒禁取である。

〔残る〕一つ（邪見）は概ね損減の見である。

「一つ（邪見）は概ね」というのは、誤って分別する〔という邪見40〕は必ずしも損減するも
のとはいえないからである。

39 以下の増益、損減の見等に関する同様の議論は、VinSg（T [30] 603c以下）にもみられる。Cf. Ahn［2003:
219–220］.

40 上述の邪見の解説において、四種の邪見が列挙されるが、そのなかの四番目の「誤って分別すること」を指す
と考えられる。
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1.1.5.1.4.1.30.2 過去世と未来世の見、捨置されたことがらに対する見

【AS】AS-Ms 4r3–4（Gokhale 17.3–5）, ASVy-Ms 13v1–2（Li［2016: 224.17–19］）, cf. 早島 52.

yāś ca pūrvāntakalpikā dr
˚

s.t.ayo yāś cāparāntakalpikā dr
˚

s.t.ayas tāh. katibhyo dr
˚

s.t.ibhyo
veditavyāh. . dvābhyām. sarvābhyo vā.

yā avyākr
˚

tavastus.u dr
˚

s.t.ayas tāh. katibhyo dr
˚

s.t.ibhyo ve
△
ditavyāh. . dvābhyām. sa

△
rvābhyoVy 13v2

AS 4r4 vā.

【ASBh】ASBh-Ms 8r4（Tatia 6.17–18）, ASVy-Ms 13v2（Li［2016: 224.20］）, cf. 早島 53–55.

laks.an. ato dvābhyām antagrāhamithyādr
˚

s.t.ibhyām, saparivāratah. sarvābhyah. .
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1.1.5.1.4.1.30.2 過去世と未来世の見、捨置されたことがらに対する見

【問】過去世（前際）を構想する見と、未来世（後際）を構想する見41は、〔五見の中の〕い
くつの見にもとづいて理解されるべきか。【答】二つ〔の見〕、あるいは、すべて〔の見〕にも
とづいてである。
【問】捨置されたことがら42 に対する見は、〔五見の中の〕いくつの見にもとづいて理解され
るべきか。【答】二つ〔の見〕、あるいは、すべて〔の見〕にもとづいてである。

〔過去世と未来世とを構想する見と、捨置されたことがらに対する見は、〕定義の点からいえ
ば、辺執見と邪見との二つ〔の見〕にもとづいてである。付随要素を含む点からいえば、すべ
て〔の見〕にもとづいてである。

41 過去世、未来世の観点に基づく見の解説は、『梵網経』所説の六十二見をふまえたものと考えられる。『梵網経』
については本庄［2014: 366–387（no. 3050）］を参照。また、同経の当該箇所に関しては『婆沙論』（T [27]
996b–1002b）が詳細に論じる。YBh（T [30] 603c19–21）の関連箇所も『梵網経』の六十二見をふまえてい
ると考えられる。

42 ここでの avyākr
˚

tavastu（不可記事）とは、善不善を離れた無記なることがらではなく、「世間は常住であるか
否か」などの、ブッダが回答しなかったことがらを指すと考えられる。Cf. VinSg T [30] 654c.
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1.1.5.1.4.1.30.3 特に有身見について
1.1.5.1.4.1.30.3.1 有身見に摂められる五つの過失

【AS】AS-Ms 4r4（Gokhale 17.5–7）, ASVy-Ms 13v2–4（Li［2016: 224.21–23］）, cf. 早島 56.

kam. dos.am. paśyatā bhagavatā skandhadhātvāyatanes.u pañcabhir ā
△
kārair43 ātmāVy 13v3

pratiks.iptah. . satkāyadr
˚

s.t.iparigr
˚

h̄ıtān pañca dos.ān paśyatā. vilaks.an. atādos.am anityatā-
dos.am asvātantryados.am44 nirdehatādos.am ayatnatomo

△
ks.ados.am. ca.Vy 13v4

【ASBh】ASBh-Ms 8r4–v3（Tatia 6.19–7.2）, ASVy-Ms 13v4–6（Li［2016: 224.24–225.5］）, cf. 早
島 57.

rūpādayo nātmā, vilaks.an. atvāt,45 na hi ta
△

ātmalaks.an. ā iti. na tes.v ātmā,Bh 8r5

anityatādos.āt, na hy āśrayābhāva āśritam. bhavat̄ıti. na rūpavān ātmā, a
△
svātantrya-Vy 13v5

dos.aprasaṅgāt, asvātantryados.ah. tes.v avaśavartanāt, na hi rūpavedanāsam. jñāsam. skāra-
vijñānavantam ātmānam. samanupaśyat̄ıti. na tebhyo ’nyatrātmā, nirdehatādos.āt,
na hi vinā dehenā

△
tmaparikalpa upalabhyata iti.46athaivam. vidham ātmānam. △

kaścitBh 8v1
Bh 8v2

parikalpayet
△
tathāpi nopapadyate ’rūpādika ātmā, ayatnatomoks.ados.āt, dehādibandhanābhāve47Vy 13v6

hi svarasenaiva moks.ah. syā
△
d iti.Bh 8v3

43 ākārair] ASVy-Ms, kāran. air AS-Ms. Cf.『集論』(T [31] 664c20: 相), AS-Tib. (D50a4, P57b6: rnam
pa).

44 asvātantryados.am] ASVy-Ms, asvāsthados.am AS-Ms.
45 vilaks.an. atvāt] ASVy-Ms, tadvilaks.an. atvāt ASBh-Ms.
46 na rūpavān ātmā, asvātantryados.aprasaṅgāt, asvātantryados.ah. tes.v avaśavartanāt, na hi

rūpavedanāsam. jñāsam. skāravijñānavantam ātmānam. samanupaśyat̄ıti. na tebhyo ’ny-
atrātmā, nirdehatādos.āt, na hi vinā dehenātmaparikalpa upalabhyata iti] em., na rūpavān ātmā,
asvātantryados.aprasaṅgāt. na tebhyo ’nyatrātmā, nirdehatādos.āt. na hi vinā dehenātmaparikalpa
upalabhyata iti. asvātantryatados.ah. tes.v avaśavartanāt. rūpavedanāsam. jñāsam. skāra-
vijñānavantam ātmānam. samanupaśyat̄ıti ASBh-Ms.
当該箇所について本文に大きな混乱がみられる。詳細については本稿脚注 (48) を参照。

47 dehādibandhanābhāve] ASBh-Ms, dehabaddhābhāve ASVy-Ms.
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1.1.5.1.4.1.30.3 特に有身見について
1.1.5.1.4.1.30.3.1 有身見に摂められる五つの過失

いかなる過失を見て、世尊は五つのあり方で蘊・界・処における我を斥けたのか。【答】有身
見に含まれる五つの過失を見ることによってである。〔つまり我が〕①特徴を異にするという
過失、②無常であるという過失、③支配性を欠くという過失、④身体を持たないという過失、
⑤努力なしに解脱するという過失である。

①色など（五蘊）は我ではない。特徴を異にしているからである。なぜならば、それら（五
蘊）は我の特徴を持たないからである、という。②それら（五蘊）において我はない。〔我が〕
無常であるという過失が〔付随してしまう〕からである。なぜならば、所依（五蘊）が無くな
る場合に、依るもの（我）は存在しなくなるからである、という。③我は色を所有するもので
はない。〔我が〕支配性を欠くという過失が付随してしまうからである。支配性を欠くという
過失があるのは、それら（五蘊）に対して〔我は〕支配力をもたないことによる。なぜなら我
を、色受想行識を有するものとしては観察しないからである、という48。④それら（五蘊）と
は別個に我は無い。〔我が〕身体を持たないという過失が〔付随してしまう〕からである。な
ぜならば、身体がなければ、我の構想は得られないからである、という。⑤もし誰かが、我を
このようなもの（身体/五蘊なき我）として構想するとしても、そうであったとしても、色な
ど（五蘊）を欠く我はありえない。〔我が〕努力なしに解脱するという過失が〔付随してしま
う〕からである。なぜならば、〔我に〕身体などとの結合関係がない場合には、〔何もせずに〕
まったくひとりでに解脱することになってしまうからである、という。

48 五つの過失のうち、③④に言及する箇所には混乱がみられる。漢訳『雑集論』および ASBh-Msにしたがって
暫定的に校訂を行った。以下に本稿の校訂テキストならびに写本、その他の校訂テキスト、漢訳『雑集論』を
提示する。
校訂テキスト
③ na rūpavān ātmā, asvātantryados.aprasaṅgāt, asvātantryados.ah. tes.v avaśavartanāt, na
hi rūpavedanāsam. jñāsam. skāravijñānavantam ātmānam. samanupaśyat̄ıti. ④ na tebhyo
’nyatrātmā, nirdehatādos.āt, na hi vinā dehenātmaparikalpa upalabhyata iti.

ASBh-Ms
③ na rūpavān ātmā, asvātantryados.aprasaṅgāt. ④ na tebhyo ’nyatrātmā, nirdehatādos.āt.
na hi vinā dehenātmaparikalpa upalabhyata iti. asvātantryatados.ah. tes.v avaśavartanāt.
rūpavedanāsam. jñāsam. skāravijñānavantam ātmānam. samanupaśyat̄ıti.

ASBh（Tatia）
③ na rūpavān ātmā, asvātantryados.aprasaṅgāt. ④ na tebhyo ’nyatrātmā, nirdehatādos.āt. na hi
vinā dehenātmaparikalpa upalabhyata iti. asvātantryatādos.ah. tes.v avaśavartanāt.

ASVy（Li［2016］）
③ na rūpavān ātmā, asvātantryados.aprasaṅgāt. ④ na tebhyo ’nyatrātmā, nirdehatādos.āt. na hi
vinā dehena tata parikalpa upalabhyata iti.

『雑集論』T [31] 698b25–29:
③不自在過失者謂不應觀我有色等。我應不自在故。所以者何。我於色等不能自在轉故。④無身過失者謂非離
色等異處有我。我應無身故。所以者何。離身計我不可得故。
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1.1.5.1.4.1.30.3.2 二十項からなる有身見

【AS】AS-Ms 4r4–5（Gokhale 17.8–10）, ASVy-Ms 13v6–14r1（Li［2016: 225.6–9］）, cf. 早島 56.

yā pañcasūpādānaskandhes.u vim. śatikot.ikā satkāya
△
dr
˚

s.t.ih. , rūpam ā
△
tmeti49 samanu-Vy 14r1

AS 4r5 paśyati, rūpavantam ātmānam, ātmı̄yam. rūpam, rūpa ātmānam, vedanām. sam. jñām.
sam. skārān50 vijñānam ātmeti samanupaśyati, vijñānavantam ātmānam, ātmı̄yam.
vijñānam, vijñāna ātmānam.

1.1.5.1.4.1.30.3.3 我見と我所見

【AS】AS-Ms 4r5（Gokhale 17.10–11）, ASVy-Ms 14r2（Li［2016: 225.9–10］）, cf. 早島 56.

△
tatra katy ātmadr

˚
s.t.ayah. katy ātmı̄yadr

˚
s.t.ayah. . pañcātmadr

˚
s.t.ayah. pañcadaśātmı̄ya-Vy 14r2

dr
˚

s.t.ayah. .

【ASBh】ASBh-Ms 8v3–4（Tatia 7.3–4）, ASVy-Ms 14r2–3（Li［2016: 225.11–12］）, cf. 早島 57.

rūpam ātmeti samanupaśyati vedanā sam. jñā sam. skārā51 vijñānam ātmeti
samanupaśyat̄ıty etāh. pañcātmadr

˚
s.t.ayah. . śes.āh. △

pañcadaśātmı̄yadr
˚

s.t.a△
yah. .Vy 14r3

Bh 8v4

49 rūpam ātmeti] ASVy-Ms, rūpa /// (4r5) tmeti AS-Ms（写本破損部は一文字分欠損している）.
50 vedanām. sam. jñām. sam. skārān] AS-Ms, vedanāsam. jñāsam. skārān ASVy-Ms.
51 vedanā sam. jñā sam. skārā] ASBh-Ms ASVy-Ms, vedanām. sam. jñām. sam. skārān Tatia 早島.
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1.1.5.1.4.1.30.3.2 二十項からなる有身見

【問】五取蘊に対する有身見は二十項からなる。〔すなわち〕「色が我である」と見る、「我は
色を有する」、「色は我所である」、「色において我がある」、「受・想・行・識が我である」と見
る、「我は識を有する」、「識は我所である」、「識において我がある」〔と見る有身見である〕。

1.1.5.1.4.1.30.3.3 我見と我所見

これらの中で、我見はいくつあるのか。我所見はいくつあるのか。【答】五つは我見である。
十五は我所見である52。

「色が我である」と見る、「受・想・行・識が我である」と見るという以上の五つは我見であ
る。残りの十五は我所見である。

52 二十項目からなる有身見については内藤［1985］、袴谷［2017］を参照。その他、『瑜伽論』「摂決択分」におい
ても言及が見られ、この箇所と同様に、五つを我見とし、十五を我所見とする。
Cf. VinSg T [30] 623c16–18, D zhi 114b7–115a2, P zi 120a5–7:
云何迷苦有十隨眠。略五取蘊總名爲苦。愚夫於此五取蘊中起二十句薩迦耶見。五句見我。餘見我所。是名迷
苦薩迦耶見。
ji ltar sdug bsngal gyi bden pa la bag la nyal bcu log par zhugs pa yin zhe na | mdor na nye bar
len pa’i phung po lnga sdug bsngal ba zhes brjod pa la byis pa rnams ni nye bar len pa’i phung
po lnga po de dag nyid la ’jig tshogs la lta ba’i mu nyi shu las mu lngas bdag tu lta bar byed la
| lhag ma rnams kyis ni bdag gir lta bar byed de | de ltar na ’jig tshogs la lta ba ni sdug bsngal
gyi bden pa la log par zhugs pa yin par blta bar bya’o ||

2018 copyright Association for the Study of Indian Philosophy



48 インド学チベット学研究 22

1.1.5.1.4.1.30.3.4 我所見である理由

【AS】AS-Ms 4r5–6（Gokhale 17.11–12）, ASVy-Ms 14r3–4（Li［2016: 225.15–16］）, cf. 早島 58.

kena kāra
△
n. ena pañcadaśā

△
tmı̄ya53-dr

˚
s.t.ayah. . sambandhātmı̄yatām upādāya, vaśavarty-Vy 14r4

AS 4r6
ātmı̄yatām54 upādāya, avinirbhāgavr

˚
ttyātmı̄yatām. copādāya.55

【ASBh】ASBh-Ms 8v4–9r1（Tatia 7.5–9）, ASVy-Ms 14r4–6（Li［2016: 225.17–21］）, cf. 早島 59.

rūpavān ātmā56 yāvad vijñānavān iti sam. bandhe
△
nātmı̄yatā, sa hi57 tatsam. bandhātVy 14r5

tadvān bhavat̄ıti. ātmı̄yam. rūpam. yāvad vijñānam iti vaśavartyātmı̄yatām upā
△
dāya,Bh 8v5

yasya hi yadvaśena vartate dāne viniyoge vā tasya tadātmı̄
△
yam ity ucyate. rūpe yāvadVy 14r6

vijñāna ātmety avinirbhāgavr
˚

ttyātmı̄yatā, ayam ātmais.v anusr
˚

to visr
˚

tah.58△
praks.iptoBh 9r1

’ṅgāṅgānusārigata iti parikalpanāt.

53 pañcadaśātmı̄ya] ASVy-Ms, pañc /// (4r6) tmı̄ya AS-Ms（写本破損部は二文字分欠損している）.
54 vaśavartyātmı̄yatām] ASVy-Ms, vaśavartanātmı̄yatām AS-Ms.
55 copādāya] AS-Ms, upādāya ASVy-Ms.
56 rūpavān ātmā] ASVy-Ms, rūpavān ASBh-Ms.
57 sa hi] 佐久間, sā hi ASBh-Ms（sa | hiとも読める）ASVy-Ms.
58 visr

˚
tah. ] ASBh-Ms ASVy-Ms 佐久間, vistr

˚
tah. Tatia.
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1.1.5.1.4.1.30.3.4 我所見である理由

【問】いかなる理由によって、〔その〕十五は我所見であるのか。【答】結合による我所性に
よってと、支配による我所性によってと、不可分にあることによる我所性によってである。

「我は色を有する」乃至「〔我は〕識を有する」というのが、「結合による我所性」である。な
ぜならば、それ（我）は、それら（色など）と結び付くので、それら（色など）を有するものと
なるからである。「色は我所である」乃至「識は〔我所である〕」というのが、「支配による我所
性によって」である。なぜなら、ある物をある人の力で、布施したり配ったりする場合、その
物はその人の我所と呼ばれるからである。「色において〔我がある〕」乃至「識において我があ
る」というのが、「不可分にあることによる我所性」である。「この我は、これら（色など）に
付き従い（anusr

˚
ta）、遍在し（visr

˚
ta）、組み込まれ（praks.ipta）、それぞれの部分に付き従っ

ている（anusārigata）」と構想するからである。
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1.1.5.1.4.1.30.3.5 確認された事物に関わるものか、確認されていない事物に関わるものか

【AS】AS-Ms 4r6（Gokhale 17.12–13）, ASVy-Ms 14r6–v1（Li［2016: 225.22–23］）, cf. 早島 58.

satkāyadr
˚

s.t.ir nirūpi
△
tavastukā vaktavyā, anirūpitavastukā vaktavyā. anirūpitavastukā59Vy 14v1

vaktavyā rajjvām. sarpabuddhivat.

【ASBh】ASBh-Ms 9r1–2（Tatia 7.10–12）, ASVy-Ms 14v1–2（Li［2016: 226.1–3］）, cf. 早島 59.

anirūpitavastukatvam. punā rūpam ity evamādi laks.an. am. nirūpayata ātmadr
˚

s.t.er
ana

△
vakāśāt. tadyathā rajjum. △

sarpato gr
˚

hn. āti kaścit sahasā, na tu60 punā rajjur61 itiVy 14v2
Bh 9r2

nirūpayam. s tām. 62 sarpato gr
˚

hn. ı̄yād iti.

59 anirūpitavastukā] ASVy-Ms, anirūpitavastu AS-Ms.
60 na tu] ASVy-Ms, na ASBh-Ms.
61 rajjur] ASBh-Ms, rajjum ASVy-Ms.
62 nirūpayam. s tām. ] ASVy-Ms, nirūpayatas tām. na ASBh-Ms.
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1.1.5.1.4.1.30.3.5 確認された事物に関わるものか、確認されていない事物に関わるものか

【問】有身見は確認された事物に関わるものであると言うべきか、確認されていない事物に
関わるものであると言うべきか。【答】確認されていない事物に関わるものであると言うべき
である。縄に対して蛇〔を認識する〕知のように63。

「確認されていない事物に関わるもの」とは、後に改めて「色である」云々という特徴を
確認する者には、我見が生ずる余地はないからである。例えば、ある人が縄を蛇だと咄嗟に
（sahasā）把握するが、後に改めて「縄である」と確認すれば、それを蛇であるとは把握し得
ないように。

63 有身見に関する類似した議論が、『婆沙論』（T [27] 36a16–25）、『顕揚論』（T [31] 555b22–27）にもみられる。

2018 copyright Association for the Study of Indian Philosophy



52 インド学チベット学研究 22

略号および参考文献一覧

BK-I Bauddhakośa I, See 斎藤ほか［2011］.
BK-II Bauddhakośa II, See 斎藤ほか［2014］.
BK-III Bauddhakośa III, See榎本ほか［2014］.
BK-IV Bauddhakośa IV, See宮崎ほか［2017］.
BK-V Bauddhakośa V, See室寺ほか［2017］.
Ch. Chinese translation
D sDe dge edition of the Tibetan Tripit.aka
em. emended
Gokhale ゴーカレー本, See AS.
ins. insert(s)
Ms Manuscript
om. omitted in
P Peking edition of the Tibetan Tripit.aka
T 大正新脩大蔵経
Tatia タティア本, See ASBh.
Tib. Tibetan translation
佐久間 対タティア本コリゲンダ, See 佐久間［1996］.
早島 早島本（『インド大乗仏教瑜伽行唯識学派における聖典継承と教義解釈の研

究』）, See AS.
卍続 新纂大日本続蔵経（卍続蔵経）

一次資料
梵文

AKBh Abhidharmakośa-bhās.ya. Ed. by P. Pradhan, Abhidharmakośabhās.ya of
Vasubandhu, Tibetan Sanskrit Works Series 8, Patna: K. P. Jayaswal
Research Institute, 1967.

AS(-Ms) Abhidharmasamuccaya. Ed. by V. V. Gokhale, “Fragments from the
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Annotated Japanese Translation of the Abhidharmasamuccaya and its
Bhās.ya (3)

Summary

This paper is a continuation of “Annotated Japanese Translation of the Abhidharma-
samuccaya and its Bhās.ya (2)” and intends to revise the Sanskrit texts of the Abhidharma-
samuccaya and its Bhās.ya and to make a Japanese translation of them.

This paper gives translation to a part of the establishment (vyavasthiti) of sam. skāra in
the first tridharma chapter of the first part, i.e., the maula part. In the establishment of
the sam. skāra, the caitasikadharmas are enumerated and defined in terms of their char-
acteristics (laks.an. a) and functions (karman). In this part rāga, pratigha, māna, avidyā,
vicikitsā and five-dr

˚
s.t.is are enumerated and defined. Furthermore, five-dr

˚
s.t.is are classified

from some points of view such as ātmadr
˚

s.t.i and ātmı̄yadr
˚

s.t.i.
The translation was done by Abhidharmasamuccaya Study Group: Yoshihiko Nasu

prepared a working translation and annotations, then Kazuo Kano and all other members
examined and revised them. Li Xuezhu gave us a full cooperation in editing and revising
the Sanskrit texts included in this paper.

Leader: Yoshihiko Nasu (Social Welfare Corporation Kongojushinkai)
Members: Kazuo Kano (Komazawa University)

Li Xuezhu (China Tibetology Research Center)
Akira Yoshida (Ryukoku University)
Shun’ei Matsushita (Otani University)
Satoshi Hayashima (Ryukoku University)
Takeshi Yokoyama (JSPS Research Fellow)
Yuki Takatsukasa (Kyoto University)
Mitsuru Kenchu (Ryukoku University)
Takanori Fukita (Bukkyo University)
Hironori Tanaka (Bukkyo University)
Minori Okuno (Ryukoku University)
Keiki Nakayama (Kyoto University)

(Synopsis)

1.1.5.1.4.1.20 rāga
1.1.5.1.4.1.21 pratigha
1.1.5.1.4.1.22 māna
1.1.5.1.4.1.23 avidyā
1.1.5.1.4.1.24 vicikitsā
1.1.5.1.4.1.25 satkāyadr

˚
s.t.i

1.1.5.1.4.1.26 antagrāhadr
˚

s.t.i
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1.1.5.1.4.1.27 dr
˚

s.t.iparāmarśa
1.1.5.1.4.1.28 ś̄ılavrataparāmarśa
1.1.5.1.4.1.29 mithyādr

˚
s.t.i

1.1.5.1.4.1.30 Detailed explanations of dr
˚

s.t.is
1.1.5.1.4.1.30.1 Reifying dr

˚
s.t.is and annihilating dr

˚
s.t.is

1.1.5.1.4.1.30.2 dr
˚

s.t.is concerning the past, the future and the useless subject matters
1.1.5.1.4.1.30.3 Some explanations exclusively on satkāyadr

˚
s.t.i

1.1.5.1.4.1.30.3.1 Five absurdities implicated in satkāyadr
˚

s.t.i
1.1.5.1.4.1.30.3.2 Twenty types of satkāyadr

˚
s.t.i

1.1.5.1.4.1.30.3.3 ātmadr
˚

s.t.i and ātmı̄yadr
˚

s.t.i
1.1.5.1.4.1.30.3.4 The reasons why the fifteen satkāyadr

˚
s.t.is are ātmı̄yadr

˚
s.t.is

1.1.5.1.4.1.30.3.5 Whether or not each of satkāyadr
˚

s.t.is concerns the thing which is cor-
rectly ascertained

キーワード Abhidharmasamuccaya、『阿毘達磨集論』、『阿毘達磨雑集論』、無着、安慧
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